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Perspectives about Life and Support of Patients with Lymphedema 
after Cancer Treatment
　　The purpose of this study was to investigate the lymphedema 
patients’ view about life and support. A questionnaire, consisting 
of patients’ condition of body and mind and the communication 
between patients and staff members of medical institutions, was 
given to members of a cancer support group in Hokkaido. The 
results indicated that patients had a bad condition of their body and 
mind, and they felt that the doctor didn’t deal with lymphedema 
sufficiently. The factor analysis revealed that the ratings of 
psychosomatic disorders resulted from the factors of inconvenience 
in daily life, anxiety and positive coping against the stress of the 
disorder. This indicated that the lymphedema patients had diﬃ  culty 
in coping with psychological stress caused by the disease and that 
psychosociological supports, including those of self-help groups, may 
be eﬀ ective in alleviating their psychological burden.
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い。 1.13 90 0.62 0.51
 2．どこで治療してもらえるかわから
ない。 1.49 82 1.00 0.49
 3．がん治療時にむくみ（リンパ浮腫）
に関する説明が不十分。 1.48 90 0.75 0.72
 4．がん治療をする医師にリンパ浮腫
に関する知識が乏しい。 1.48 90 0.78 0.70
 5．むくみ（リンパ浮腫）の治療やケ
アにお金がかかる。 1.61 79 0.97 0.64
 6．治療費が保険適用されていない。 1.35 68 0.91 0.44
 7．弾性ストッキングやスリーブの購
入費が保険適用されていない。 1.30 80 0.80 0.50
 8．世間のリンパ浮腫に対する理解が
不十分である。 1.54 84 0.88 0.65
 9．家族のリンパ浮腫に対する理解が
不十分である。 2.53 77 1.22 1.31
10．治療方法がばらばらで統一されて
いない。 1.91 65 0.95 0.96
11．効果的なセルフケアの方法がわか
らない。 1.71 82 1.01 0.70
12．（世間や医療現場で）病気として認











































34．台所仕事がつらい。 0.91 0.57 －0.04 1.16
12．電車やバスに乗って出かけるのが大変である。 0.86 0.51 －0.24 1.06
10．手や足が気になって歩くのが大変である。 0.85 0.54 －0.07 1.02
15．人と一緒に仕事をするのが大変である。 0.83 0.62 －0.18 1.11
  8．手で物をつかんだり，靴を履いたりするのが大変である。 0.80 0.45 －0.16 0.87
32．つまずきやすい。 0.77 0.48 0.06 0.82
  1．足や手を伸ばすのが大変である。 0.76 0.36 －0.11 0.72
35．階段の上り下りがつらい。 0.75 0.50 －0.09 0.83
30．イスに長時間座ることができない。 0.75 0.61 －0.12 0.95
14．皮膚が突っ張ったり，かたくなったりした感じがする。 0.73 0.34 0.19 0.68
  7．よく眠れない。 0.72 0.59 －0.29 0.96
  9．しばらく物を持っていたり，運んだりするのが大変である。 0.69 0.31 0.16 0.59
31．正座することができない。 0.67 0.41 0.00 0.61
  6．横になってもなかなか寝つけない。 0.67 0.50 －0.13 0.71
13．皮膚にちくちくした痛みやほてりを感じる。 0.61 0.23 0.17 0.46
28．人の目が気になる。 0.52 0.51 －0.32 0.63
Ⅱ．第２因子：不安感要因（α＝0.94）
19．何かを失ったような気持ちになることがある。 0.58 0.89 －0.07 1.14
18．自信がなくなることがある。 0.48 0.88 －0.14 1.03
17．落ち込むことがある。 0.39 0.85 －0.14 0.90
16．悲しい気持ちになることがある。 0.47 0.82 －0.17 0.92
24．休日の計画や趣味について考えるのが億劫である。 0.69 0.78 －0.49 1.32
26．社会生活全般で困難なことが多い。 0.76 0.76 －0.46 1.36
23．外出するのが億劫である。 0.71 0.76 －0.33 1.19
29．おしゃれができない。 0.66 0.68 －0.34 1.00
Ⅲ．第３因子：前向き志向要因（α＝0.69）
20．自分のことを前向きに考えられる。 0.21 0.01 0.71 0.55
21．怒りたい時に怒ることができる。 0.10 0.02 0.51 0.27
22．将来のことを楽観的に考えることができる。 0.02 －0.01 0.44 0.19
寄与率（%） 46.8 8.98 5.53
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